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日光砂防事務所

記念事業「日光地域の砂防・自然・未来を考える」事業報告



日光の地形

白根山
2,527m
（活火山）

男体山
2,486m
（活火山）

女峰山
2,483m

大真名子山
2,376m

小真名子山
2,323m

日光は、２０００ｍ級の高い山々に囲まれている。

現在地

高原山
1,795ｍ
（活火山）
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男体山の地質は、
溶岩と火山灰・軽石のサンドイッチ。
強い雨が降ると崩れが進行

崩れによって土砂や石が流れて
山腹に堆積。この土砂がさらに下
へ流れないよう防止しているのが

「大薙山腹工」

男体山は崩壊し続けている。

大薙山腹工

日光の地質

明智平



稲荷川の源流部・女峰山、赤薙山も崩壊し続けている。

日光の地質

七滝沢崩壊地

日向砂防堰堤



日光の地質（稲荷川の崩壊地）



日光の地質（稲荷川の崩壊地）



日光の地質（稲荷川の崩壊地）



日光の地質（稲荷川の崩壊地）



日光の地質（稲荷川の崩壊地）



大鹿落とし、七瀧沢崩壊地からの土砂流出を防ぐ。

日光のSABO ： 日向砂防堰堤

日向砂防堰堤

大鹿落とし
七滝沢崩壊地

改築を重ねダム高は46ｍ



日光の世界遺産

世界遺産の二社一寺のある場所は、土砂災害の脅威と隣り合わせ。

世 界 遺 産
登 録 区 域

世 界 遺 産
緩 衝 区 域

日向砂防堰堤

大鹿落とし七滝沢崩壊地



日光を襲った過去の災害 ： 寛文2年（1662）

300軒余りの人家が流され、死者は300人以上に達したと伝えられる。

丸ごと絵図から
姿を消した！

稲

荷

川

1663年の絵図

地図の場所は現在の
このあたり

二社一寺

消えた！

大谷川

稲
荷
川

1653年の絵図

災害前には存在
していた町が…



神橋が流され、死者156名、家屋全壊8217戸という被害となった。

日光を襲った過去の災害 ： 明治35年（1902）

神橋が
跡形もなく流失

現在地



日光のSABO ： 事務所沿革

日向砂防堰堤

大鹿落とし
七滝沢崩壊地

改築を重ねダム高は46ｍ

○明治32 36年 砂防法（M30）に基づく栃木県営砂防事業開始
○明治35年 台風９号による大規模災害、県施工砂防施設も被害

39年、明治43年、大正3年に災害多発し、

○大正7年7月10日 内務省第一土木事務所稲荷川工場設置、
直轄砂防事業開始

○大正7年8月21日 稲荷川第一砂防堰堤工事（仮設工事）着手
（「日光砂防祭」の由来）

○大正7年11月1日 稲荷川第一砂防堰堤工事（本体工事）着手

○昭和23年 建設省日光砂防工事事務所に名称変更
○平成15年 国土交通省日光砂防事務所に名称変更



国の直轄事業としての日光の砂防事業は、ここから始まった。

日光のSABO ： 稲荷川砂防堰堤群

台風12号による土砂堆積ライン

平成23年（2011）の台風12号では、第10上流砂防
堰堤が効果を発揮、下流集落への被害を防止

稲荷川砂防堰堤群の堰堤はいずれも

登録有形文化財に登録または土木遺産に認定
されています



昭和２２年

平成５年

大谷川ｌ公園

運動公園

住宅地
ゴルフ場

日光のSABO ： 大谷川床固群

蛇行し氾濫→護岸工、床固工による氾濫防止→宅地、公園などが開発。

昭和８年着手



中坪上沢

ウドン沢

田茂沢

中坪下沢 滝向沢

下坪沢

芹沢

下坪上沢

芹
沢

市道
滝向沢の人家被害

芹沢本川沿いの市道流失

日光を襲った過去の災害 ： 平成27年（2015）

芹沢地区で集落背後の7渓流から同時多発的に土石流発生。市道が寸断、住民25名が一時孤立。

市道が流失



＜H27関東・東北豪雨の施設効果＞

田茂沢第１砂防堰堤（高さ：12.5m， 43.0m）

土石流発生前 （H27.8.18） （H27.9.11）土石流発生直後

田茂沢第1砂防堰堤田茂沢第2砂防堰堤

芹沢

田茂沢下流の集落

(県)砂防堰堤

日光のSABO ： 砂防事業の効果

○H27関東・東北豪雨時に観測史上最大の24時間雨量を
記録し、同時多発的に土石流が発生した。



日光のSABO ： 芹沢地区復興 （H27直轄砂防災害関連緊急事業）

平成27年の被災を受け、点在する集落を保全するための事業。
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三依保育園（避難所）



砂防事業が行っていなければ資産だけで約1,500億円の被害

被災世帯
82世帯

61億円
（推定）

総雨量390.5㎜ 総雨量603㎜

1,500億円 砂防施設
61 箇所

砂防施設
474 箇所

計画規模414㎜

１／１００規模 Ｓ４１豪雨 Ｈ２７豪雨

日光のSABO ： 砂防事業の効果

14

8.4億円
（推定）



日光のSABO ： 砂防事業の進め方
コスト縮減:ソイルセメント

新技術導入やコスト縮減に努め、事業効果の早期発揮が必要

ＵＡＶ（ドローン）

無人化施工機械

ＩＣＴ技術の導入



平成30年1月30日（火）、栃木県那須町において日光砂防事務所、那須町及び那須岳火山防災
協議会が共同で実施した那須岳火山防災合同訓練に参加しました。

避難訓練

那須消防署消防車

防災教育（小学生）

訓練閉会挨拶

日光のSABO ： ソフト対策



日光ツーデーウォーク

稲荷川 砂防堰堤群 県内外から約2,000人が参加するイベント

地元小学生による砂防堰堤の案内

事務所職員によるコース整備

日光のSABO ： 稲荷川砂防堰堤群



ご静聴ありがとうございました


